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白
鳥
神
社
境
内
で
三
番
目
に
古
い
灯
篭
は
拝
殿
の
前
、
西
側

に
立
っ
て
い
る
。
二
番
目
に
古
い
灯
篭
と
向
か
い
合
っ
て
い
て
、

対
を
な
し
て
い
る
。
二
番
目
が
昭
和
三
年
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

宮
の
森
前
号
に
掲
載
し
た
。
今
回
は
三
番
目
に
つ
い
て
の
概
略

を
記
し
ま
す
。
灯
篭
に
彫
ら
れ
て
い
る
文
字
か
ら
、
奉
納
者
は

〝
白
鳥
電
気
株
式
会
社
・
社
長
曽
我
祥
一
〟
〝
昭
和
七
年
七
月

十
九
日
〟
〝
石
工
正
者
光
五
郎
〟
と
あ
る
。 

白
鳥
電
気
株
式
会
社
の
概
略
を
記
す
と
、
大
正
元
年
に
白
鳥

町
内
有
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
、
大
正
三
年
に
第
一
発
電
所
が
白

鳥
１
０
３
０
番
地
（
白
鳥
一
号
組
、
旧
戸
川
敬
之
助
氏
宅
近
辺
）

に
完
成
し
、
営
業
を
開
始
。
発
電
力
は
十
五
ｋ
ｗ
、
供
給
区
域
は

上
保
村
全
部
と
あ
る
。
（
上
保
村
は
旧
白
鳥
町
で
白
鳥
、
為
真
、

越
佐
、
大
島
、
中
津
屋
）
し
た
が
っ
て
白
鳥
に
始
め
て
電
灯
が
灯

っ
た
の
が
大
正
三
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
正
六
年
に
第
二
発

電
所
が
白
鳥
字
上
山
に
完
成
。
上
山
は
白
鳥
と
二
日
町
の
境
で

長
良
川
の
東
側
に
、
現
在
も
そ
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

大
正
十
五
年
に
牛
道
村
野
添
に
第
三
発
電
所
が
完
成
し
て
い
る
。

第
三
発
電
所
は
昭
和
二
十
三
年
で
操
業
廃
止
、
会
社
は
そ
の
後

中
部
電
力
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
曽
我
祥
一
氏
は
吸
収
後
も
中

電
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
当
時
の
会
社
役
員
に
は
高

橋
澄
雄
、
蓑
島
省
三
、
原
韶
、
丹
羽
治
助
、
脇
本
九
十
九
、
酒
井

栄
助
、
森
松
一
、
市
村
岩
松
、
高
橋
四
朗
、
錚
々
た
る
名
前
が
見

え
る
。
灯
篭
に
刻
銘
さ
れ
て
い
る
社
長
・

曽
我
祥
一
氏
は
後
年
、
白
鳥
三
号
組
で

衣
料
品
店
営
ん
で
み
え
た
マ
ル
マ
タ
の

人
。
石
工
・
正
者
光
五
郎
は
現
白
鳥
踊

り
保
存
会
長
で
あ
る
正
者
英
雄
氏
の
祖

父
。
正
者
英
吉
と
兄
弟
で
、
子
供
達
は

名
古
屋
で
石
屋
を
営
ん
で
み
え
る
。
白

鳥
電
気
株
式
会
社
は
地
元
で
発
電
所
を

作
り
、
白
鳥
に
最
初
の
電
気
を
灯
し
た

会
社
だ
と
記
憶
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
、
足
立
好
教
氏
が
工

夫
し
て
、
灯
篭
の
電
灯
は
ミ
ニ
太
陽
光

で
点
灯
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
昨
年
、
白
鳥
太
神
楽
は
５
２
５
年
の
節
目
だ
っ
た
。
そ
の
記

念
に
、
普
通
は
一
頭
だ
が
二
頭
の
獅
子
が
舞
っ
た
。
今
一
つ
の

記
念
事
業
に
”
御
か
み
の
儀
”
を
挙
行
。
御
か
み
の
儀
と
は
幼
子

の
頭
を
獅
子
が
噛
む
儀
式
。
神
楽
の
獅
子
舞
は
邪
気
払
い
、
疫

病
退
治
の
意
味
を
持
つ
。
日
本
人
に
と
っ
て
獅
子
は
、
架
空
の

聖
獣
。
神
の
使
い
と
も
思
わ
れ
て
い
る
。
神
楽
の
獅
子
舞
は
町

内
を
悪
魔
払
い
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
行
く
先
々
の
広
場
で
は
留

ま
っ
て
舞
う
。
見
物
衆
に
は
縁
起
の
札
が
配
ら
れ
る
。 

御
か
み
の
儀
は
神
社
本
殿
の
前
で
行
っ
た
。
頭
を
嚙
む
と
言

う
の
は
、
邪
気
を
獅
子
が
飲
み
込
ん
で
く
れ
る
。
又
、
〝
噛
み
つ

く
〟
と
言
う
の
は
〝
神
が
憑
く
〟
と
い
わ
れ
縁
起
が
い
い
。 

子
供
が
健
や
か
に
育
て
と
願
う
親
心
か
。
今
年
は
新
聞
に
チ

ラ
シ
を
入
れ
て
、
広
く
告
知
。
そ
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
62
名

の
お
子
さ
ん
が
御
参
拝
。
幼
子
は
親
御
さ
ん
に
抱
か
れ
て
獅
子

の
前
に
行
く
と
大
泣
き
！
親
に
し
が
み
つ
き
、
顔
を
伏
せ
て
し

ま
う
子
も
。
幼
稚
園
児
で
も
獅
子
が
怖
く
て
、
近
寄
れ
な
い
。 

今
年
お
出
で
頂
い
た
方
は
芳
名
録
に
記
帳
を
頂
い
た
。 

62
名
中
43
名
が
白
鳥
町
内
か
ら
。
19
名
は
遠
く
か
ら
お
出
で

頂
い
た
。
市
内
は
八
幡
町
、
大
和
町
、
高
鷲
町
。
県
内
は
羽
島
市
、

美
濃
市
、
下
呂
市
、
各
務
原
市
、
多
治
見
市
、
笠
松
町
、
県
外
は

名
古
屋
市
等
々
か
ら
。
新
聞
チ
ラ
シ
の
届
か
な
い
所
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
か
ら
だ
ろ
う
か
？
最
近
、
関
東
方
面
か
ら
も
御
朱
印
帳
を
求

め
て
こ
ら
れ
る
。
昨
今
、
宗
教
心
が
希
薄
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

る
が
そ
う
で
も
な
い
気
も
す
る
。
良
き
お
祭
り
で
し
た
。 

  

白
鳥
神
社
秋
の
例
祭
が
終
わ
っ
た
。 

時
代
の
流
れ
で
毎
年
少
し
ず
つ
変
っ
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
。 

大
神
楽
役
者
衆
の
足
元
が
変
わ
っ
た
。
今
迄
は
藁
草
履
と
草
鞋

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
草
履
と
草
鞋
が
無
く
な
っ
た
。
こ
れ
等
は

消
耗
品
で
毎
年
作
っ
て
い
た
。
編
む
の
は
氏
子
の
長
老
の
方
。

高
齢
に
よ
り
、
製
作
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
等
は
近
く
の

市
場
に
は
な
い
。 

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
地
下
足
袋
を
採
用
し
た
。 

各
地
の
祭
り
を
見
て
も
、
地
下
足
袋
が
多
い
。
我
が
神
社
が

最
も
遅
く
ま
で
草
履
、
草
鞋
で
あ
っ
た
と
思
う
。
替
え
た
も
う

一
つ
の
理
由
は
草
鞋
が
履
け
な
い
。
特
に
子
供
は
皮
膚
が
弱
く

て
、
藁
が
食
い
込
ん
で
く
る
。 

草
鞋
は
色
紙
や
布
で
綺
麗
に
飾
り
付
け
る
。
こ
の
作
業
は
花

切
と
言
っ
て
祭
り
前
日
に
行
う
。
神
社
総
代
の 

Ｏ
Ｂ
の
方
々

が
伝
統
的
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
花
切
は
、
神
楽
に
使
う
道
具
、

衣
装
等
を
も
飾
付
け
る
。
一
朝
一
夕
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

先
輩
方
の
作
り
方
を
見
て
覚
え
る
の
で
あ
る
。
御
幣
だ
け
で
も

三
番
目
の
灯
籠 

御
噛
み
の
儀 

秋
祭
り
の
準
備
と
変
化 



十
組
く
ら
い
作
る
。
子
役
の

花
笠
の
花
飾
り
。
籠
花
に
差

し
込
む
花
は
手
造
り
で
ス

ス
キ
に
く
っ
付
け
る
。
見
物

に
来
ら
れ
た
人
に
上
げ
る

縁
起
札
も
す
べ
て
手
作
り
。

多
く
の
人
の
手
が
、
こ
れ
ら

に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
花
切

り
を
す
る
人
も
高
齢
化
で

減
少
し
て
き
て
い
る
。
培
っ

て
き
た
伝
統
の
技
も
順
々

に
消
え
て
ゆ
く
。
他
の
地
方

で
は
祭
り
そ
の
も
の
が
消

え
た
と
も
聞
く
。
そ
の
内
に

ロ
ボ
ッ
ト
が
祭
り
の
主
役

の
時
代
が
来
る
や
も
？ 

で
も
笛
の
音
は
変
え
た
く

な
い
。 

 

  

十
一
月
三
日
、
雨
上
が
り
の
境
内
に
二
十
一
組
の
七
五
三
の

皆
さ
ん
が
晴
れ
着
に
身
を
包
み
、
親
御
さ
ん
達
と
お
参
り
さ
れ

ま
し
た
。
遠
く
岐
阜
市
、
関
市
、
八
幡
町
、
大
和
町
か
ら
も
ご
参

拝
さ
れ
、
晴
れ
が
ま
し
い
未
来
か
ら
の
お
客
さ
ん
の
健
や
か
な

る
ご
健
勝
を
御
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。 

参
拝
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。 

白
鳥
二
日
町 

和
田
心
結
３ 

 

岐
阜
市
長
良 

金
子 

耀
５ 

八
幡
町
小
野 

水
向
一
心
５ 

 

白
鳥
二
日
町 

西
村
太
清
３ 

白
鳥
町
為
真 

遠
藤
ニ
ナ
７ 

 

白
鳥
町
長
滝 

市
村
心
愛
３ 

白
鳥
町
那
留 

細
川
亜
珠
７ 

 

白
鳥
町
恩
地 

北
山
杏
樹
３ 

白
鳥
町
恩
地 

佐
藤
芽
生
７ 

 

白
鳥
町
恩
地 

佐
藤
咲
満
５ 

白
鳥
町
為
真 

簑
島
て
ん
７ 

 

大
和
町
万
場 

大
中
彩
楽
７ 

大
和
町
万
場 

大
中
心
乃
５ 

 

白
鳥
町
白
鳥 

原 

謙
真
７ 

白
鳥
町
白
鳥 

原 

伍
樹
５ 

 

白
鳥
町
白
鳥 

原 

結
珠
３ 

白
鳥
町
白
鳥 

加
我
美
琥
７ 

 

白
鳥
町
白
鳥 

加
我
千
代
５ 

白
鳥
町
為
真 

小
滝
い
つ
き
５ 

白
鳥
町
野
添 

鎌
田
泰
央
５ 

関
市
南
仙
房 

加
我
雪
乃
５ 

 
 

 

「
句
箱
あ
り 

楽
し
み
あ
り
て 

宮
参
り
」・
・
・
田
中
ヒ
サ
子 

「
梅
雨
明
け
て 

神
社
広
場
の 

草
を
ぬ
く
」・
・
田
中
ヒ
サ
子 

「
御
宮
様 

銀
杏
の
実
が 

楽
し
い
な
」・
・
・
・
・
田
中
幸
子 

「
コ
オ
ロ
ギ
と 

二
人
連
れ
し
て 

宮
の
坂
」・
日
溜
り
玉
打
坊 

「
す
や
す
や
と 

眠
れ
る
位 

宮
の
森
」・
・
・
・
・
珍
法
将
軍 

「
盆
踊
り 

踊
り
つ
く
す
に 

夏
の
夜
」・
・
・
・
古
賀
未
和
子 

「
秋
彼
岸 

話
し
乍
ら 

宮
参
道
」・
・
・
・
・
・
虎
ジ
ー
ジ 

「
残
暑
尚 
厳
し
い
年
も 

池
涼
し
」
・
・
・
・
・
虎
ジ
ー
ジ 

「
鯉
の
み
ち 
右
に
左
に 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
」・
・
詠
み
人
知
ら
ず 

「
早
涼
に
訪
れ
た
し 

 

い
つ
か
踊
っ
て
み
た
い 

郡
上
踊
り
」・
・
詠
み
人
知
ら
ず 

「
青
空
と 

日
々
の
幸
せ 
永
遠
に
」・
・
・
・
詠
み
人
知
ら
ず 

「
秋
祭
り 

獅
子
に
噛
ま
れ
て 

泣
く
子
か
な
」・
・
・
寅
次
郎 

 

12
／
１ 

・
・
・
宮
の
森
39
号
発
行 

12
／
21
・
・
・
新
年
初
詣
の
準
備
、
忘
年
会
。 

12
／
28
・
・
・
縁
起
物
受
け
入
れ
。 

12
／
31
・
・
・
新
年
初
詣
の
準
備
、
最
終
準
備
。 

午
後
十
時
よ
り
徹
夜
初
詣
接
待
態
勢
に
入
る
。 

１
／
１ 

・
・
・
午
前
九
時
よ
り
拝
殿
に
て
歳
旦
祭 

１
／
１
～
3
・
初
詣
参
拝
者
接
待
～
総
代
当
番
交
代
に
て
。 

１
／
4
・
・
・
左
義
長
・
正
月
清
算
・
あ
と
片
付
け
。 

１
／
6
・
・
・
民
間
企
業
安
全
祈
願
神
事
。 

１
／
11
・
・
・ 

門
松
撤
去
。 

３
／
8
・
・
・
祈
年
祭
・
稲
荷
神
社
初
午
祭
。
年
度
末
総
会
。 

３
／
26
・
・
・
会
計
監
査
。 

 

冬
季
間
、
積
雪
状
況
に
よ
り
、
屋
根
雪
下
ろ
し
、
除
雪
作
業
。 

 

一
、 

百
日
紅
柵
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
提
供
・
・
・
・
・
西
村
石
材
店 

様 

一
、 

百
日
紅
柵
設
置
・
・
・
・
・
・
・
足
立
好
教
・
川
崎
弘 

様 

一
、 

本
殿
飾
り
幕
一
式
・
・
令
和
六
年
度
白
鳥
自
治
会
一
同 

様 

一
、 

白
米
30
㎏
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
曽
我
幸
男 

様 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

旧
い
幕
は
昭
和
五
十
一
年
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
四
十
九
年

が
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。
お
名
前
を
拝
見
す
る
と
懐
か
し
い
方
々

で
総
て
鬼
籍
に
入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
幕
の
お
名
前
を

見
ま
す
と
親
子
二
代
に
渡
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
窺
え
ま
す
。 

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

 

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５(

８
２)

４
３
８
７･

瀬
上
宮
司
ま
で 

（
文
責
・
瀬
木
） 

御
朱
印
受
付 

御
寄
進
・
ご
奉
仕 

み
ん
な
の
俳
句
・
投
稿
・
そ
の
参 

令
和
七
年
十
二
月
か
ら
の
行
事
予

七
五
三
参
り 


